
イ六の‐buっても切0沖 kヽ″ψ

匈 敏 のコ班色は葛枚晴f
て軽考楽りてギクーをわ て
みルダ1考仏に向一の雄
‐
た。物 少の駆 フ七2^

多暗

漏十お
'な
写い申し上げま夕。

`

その特 ッカーに照たたため軸 ん 部
イ

呵ろιはしてもいまt晨し`た11
縫乃ピアノをすることになったのですかギ先撃がC・ハhし
コード多数えてくしに、ますます取けい

・
死き、その気う率で

物 に構雪ヾ頸%日 ブッ気々 ありま眈 。
なコフ乙卜の曳に的年り殊ηり更復t重ねました。れ公人
―になフてからは″ ギフリラブをf「ったりじ水当につのま
わリル磁靖繰がありました。
花日、鞭尋の制 間の誘いてk"凛ラ勺“をしました。主
に沸トギターtrも、久々 の,ジで案れ ましたドな
の場燎認いたしもtたませんでした。

フマロ,際・プロ七。一フ・壊姜ィ何でもイつ一つの熱
になってν`ます。
こ・じ二)嗽捲烈なもの

か
４

レ

ー
ー
′

lみ


